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総括
質問
主な質問と答弁

９
月
定
例
会

臼
井
　
照
人 

議
員

新
し
い
『
絆
』
づ
く
り

と
は
何
か

問
　
市
長
は
選
挙
戦
で
『
絆
』

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た

が
、『
絆
』
を
本
市
の
施
策
に

ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

市
長
　
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
確
か
な
夢
を
持
て
る
平
塚
に

し
て
い
く
こ
と
が
自
身
の
使
命

と
考
え
、政
策
公
約
を
示
し
た
。

行
政
運
営
の
視
点
か
ら
の『
絆
』

と
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

だ
け
で
な
く
「
組
織
と
組
織
と

の
つ
な
が
り
」「
市
民
と
行
政

と
の
つ
な
が
り
」「
国
・
県
と

市
と
の
つ
な
が
り
」
な
ど
、
多

方
面
か
ら
の
つ
な
が
り
や
連
携

だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

東
日
本
大
震
災
を
契
機

に
、
人
々
の
体
の
中
に
眠
っ
て

い
た
『
絆
』
が
表
に
出
て
き
た
。

日
本
人
の
基
軸
を
取
り
戻
す
機

会
と
な
る
と
思
う
が
考
え
を
伺

い
た
い
。

市
長
　
市
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
人
と
人
、
人
と
地

域
の
つ
な
が
り
な
ど
を
い
ろ
い

ろ
な
形
で
政
策
に
反
映
さ
せ
、

『
絆
』
を
中
心
に
平
塚
の
ま
ち

を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

職
員
の
意
識
は

変
わ
っ
た
の
か

問
　
市
長
と
し
て
職
員
の
資
質

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

野
崎
　
審
也 

議
員

ま
ち
の
活
力
と
賑
わ
い

問
　
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
商
店

街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
工
事
が

始
ま
る
が
、
七
夕
ま
つ
り
を
活

用
し
た
施
策
も
含
め
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
構
築
し

て
い
く
の
か
。

経
済
部
長
　
織
姫
・
彦
星
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

公
募
や
「
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル

市
」
の
開
催
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に

小
型
の
七
夕
飾
り
を
通
年
で
掲

出
す
る
な
ど
、
改
修
を
契
機
に

新
た
な
施
策
を
検
討
す
る
。

問
　
中
心
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト

の
見
直
し
や
企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
採
用
も
一
つ
の
案
だ
が
、

イ
ベ
ン
ト
全
体
の
見
直
し
を
行

い
、
商
店
街
の
変
化
に
応
じ
て

効
率
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

ひ
ら
つ
か
元
気
応
援

ポ
イ
ン
ト
事
業

問
　
こ
の
事
業
は
私
が
平
成
20

年
12
月
定
例
会
で
質
問
し
、
研

究
・
検
討
さ
れ
、
こ
こ
で
実
施

さ
れ
る
。
こ
の
事
業
の
内
容
や

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
こ
の
事
業
は
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
10
月
１

日
か
ら
試
行
し
、
平
成
24
年
４

月
か
ら
本
格
実
施
す
る
も
の

で
、
高
齢
者
自
身
の
介
護
予
防

や
介
護
保
険
施
設
の
理
解
を
目

的
と
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
で
会
員
登
録
を
行
い
、
活

動
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま

り
、
一
人
年
間
最
高
５
０
０
０

円
を
限
度
に
１
０
０
０
円
単
位

で
換
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
現
金
の
還
付
以
外
に
も
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
グ
ッ
ズ
や
市

の
名
産
品
な
ど
、
物
品
で
の
還

付
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

福
祉
部
長
　
平
塚
に
は
多
く
の

魅
力
あ
る
企
業
や
物
品
が
あ

る
。
ぜ
ひ
、
検
討
し
て
い
く
。

湘
南
ひ
ら
つ
か

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

問
　
現
行
の
使
用
料
４
０
０
円

は
、
他
市
町
の
２
０
０
円
に
比

べ
高
い
。
早
期
に
引
き
下
げ
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
合
わ

せ
て
コ
ー
ス
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
入
場
者
数
は

目
標
の
３
万
５
０
０
０
人
に
対

し
半
分
に
も
満
た
な
い
。
利
用

料
は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
約
１
年

を
迎
え
る
の
で
市
の
算
定
基
準

と
照
ら
し
検
討
す
る
。
コ
ー
ス

は
バ
ン
カ
ー
の
砂
の
量
の
調
整

や
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
場
所
の

変
更
を
検
討
し
、
日
陰
と
な
る

藤
棚
の
設
置
を
協
議
し
て
い
く
。

を
高
め
、
26
万
市
民
の
公
僕
と

い
う
意
識
を
高
め
る
べ
き
だ

が
、
工
事
の
積
算
ミ
ス
が
発
生

す
る
な
ど
機
能
し
て
い
な
い
部

分
に
ど
う
対
処
し
た
の
か
。

市
長
　
大
変
恥
ず
か
し
い
話
で

あ
り
、
意
識
の
啓
発
を
含
め
市

職
員
の
担
う
公
務
の
大
切
さ
、

重
要
さ
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
　
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
を
防
ぐ

た
め
、
職
員
を
民
間
に
出
向
さ

せ
、
積
算
技
術
を
学
ば
せ
る
こ

と
な
ど
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

市
長
　
職
員
の
資
質
、
技
能
を

高
め
る
こ
と
を
含
め
、
研
修
の

受
講
な
ど
も
考
え
て
い
く
。

歴
史
・
文
化
の
か
お
り

高
き
旧
東
海
道
の

ま
ち
な
み

問
　
平
塚
市
は
東
海
道
五
十
三

次
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
た

平
塚
宿
が
原
型
で
あ
る
。
市
の

景
観
計
画
で
は
、
東
海
道
本
通

り
と
そ
の
周
辺
を
「
歴
史
軸
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
優
先
的
に

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
む
場
所

と
し
て
い
る
が
、
地
域
の
方
々

の
意
見
・
要
望
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
高
麗

山
の
眺
望
を
阻
害
す
る
電
柱
の

地
中
化
工
事
や
歩
道
橋
の
撤
去
、

平
塚
宿
本
陣
跡
の
整
備
、
歴
史

軸
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ス
停
や
街

路
灯
、
旧
東
海
道
を
感
じ
さ
せ

る
道
路
の
整
備
な
ど
の
意
見
を

把
握
し
て
い
る
。

問
　
東
海
道
歴
史
軸
を
観
光
の

ア
イ
テ
ム
に
活
用
す
る
事
は
で

き
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
歴
史

観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
、

市
の
「
観
光
マ
ッ
プ
」
で
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
平
塚
宿
ま
ち

な
み
景
観
協
議
会
に
お
い
て
も

「
平
塚
宿
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

た
。
ま
た
観
光
協
会
が
立
ち
上

げ
た
「
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
福
神

め
ぐ
り
」
と
の
連
携
も
検
討
し

て
い
く
。

出
縄
　
喜
文 

議
員

平
塚
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン

問
　
湘
南
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し

て
、
平
成
14
年
２
月
「
小
エ
ネ

ル
ギ
ー
集
積
型
、
湘
南
の
光
と

風
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
」
と
題
し

『
平
塚
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
』が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
基
に
し
た
、
本
市
の
実

現
し
た
い
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
像

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
尋
ね

る
。

環
境
部
長
　
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
化
石
燃
料
へ
の
依
存
は
資
源

枯
渇
や
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境

破
壊
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
太
陽
光
や
風
力
等
、
い
わ

ゆ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を

契
機
に
、
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
の
暮
ら
し
や
生
産
活
動
を
目

指
す
「
小
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
積
型

都
市
」
を
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
像

と
し
て
目
指
し
て
い
る
。

問
　
本
市
で
は
行
政
に
お
け
る

率
先
導
入
の
推
進
の
観
点
か
ら

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提

示
し
て
い
る
が
、
特
に
「
湘
南

平
へ
の
小
型
風
車
の
設
置
」

「（
仮
称
）
シ
ー
サ
イ
ド
・
マ
イ

ク
ロ
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
整
備

構
想
」「
バ
イ
オ
ガ
ス
小
型
プ

ラ
ン
ト
」「
公
共
施
設
へ
の
燃

料
電
池
の
導
入
」
の
概
要
を
伺

い
た
い
。

環
境
部
長
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
導
入
ス
テ
ッ
プ

を
重
点
・
中
期
導
入
・
長
期
導

入
の
３
段
階
に
分
け
て
い
る
。

こ
の
４
つ
の
設
備
は
中
期
導
入

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
導
入

に
向
け
た
調
査
・
研
究
・
検
討

が
主
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
自
然
的
条
件
に
適

し
た
効
果
的
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
選
択
を
、
安
定
性
、
継
続
性
、

経
済
性
等
の
観
点
か
ら
見
極
め

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
中
期
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
期
間
は
平
成
22
年
度
ま
で
の

は
ず
で
あ
る
。
す
で
に
新
た
な

段
階
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
っ

て
い
る
時
期
で
あ
る
が
、
計
画

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

環
境
部
長
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
の
基
本
的
な
考
え
方
や
方
向

性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
湘
南

平
の
風
車
等
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
市
の
施
策
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
技
術
の
動
向
等
を
見
て

適
宜
事
業
化
を
図
る
と
い
う
位

置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
実
現
で
き
た
も
の
、
で
き

て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
将
来

的
な
設
備
導
入
の
可
能
性
を
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

※�シルバーニューディール　高齢化社会における潜在的需要と、新技術や地域資源などの供給側の力を結びつけることで、新たな産業や雇用の創造と社会の課題解決を同時に実
現する発想。

○総務経済常任委員会（平成23年10月17日～19日）
　「新産業育成事業」山口県防府市
　「耕作放棄地対策」佐賀県武雄市
　「中心市街地活性化基本計画」長崎県大村市

○環境厚生常任委員会（平成23年10月17日～19日）
　「高砂市民病院の経営状況」兵庫県高砂市
　「認知症高齢者支援対策の推進」岡山県笠岡市
　「豊岡市環境基本計画・環境経済戦略」兵庫県豊岡市

○教育民生常任委員会（平成23年7月26日～28日）
　「中学校給食の完全実施に向けた取り組み」長崎県佐世保市
　「コミュニティーと市の連携の強化について」福岡県福岡市
　「通級指導教室スマイル教室の運営について」岡山県玉野市

○都市建設常任委員会（平成23年7月26日～28日）
　「長岡防災シビックコア地区整備計画」新潟県長岡市
　「社会生活基盤の復旧」新潟県十日町市
　「北杜市橋梁長寿命化計画」山梨県北杜市

※�視察の結果は、それぞれの常任委員会において報告を行った後、冊子にまとめたものをご覧いただけ
ます。詳しくは議会局（☎ 21 － 8791）にお問い合わせください。

常任委員会の視察を実施

　地方自治法の規定により、議
会の常任委員会は所管する事務
に関する調査を行います。平塚
市議会の常任委員会でも必要に
応じて行政視察を実施し、先進
事例などの調査研究を行ってい
ます。

豊岡市環境基本計画について説明を
受ける環境厚生常任委員会の委員


